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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　株式会社東邦システムサイエンス（略称ＴＳＳ、以下「当社」）は、良きコーポレートガバナンスの実践が取締役会の株主に対する最高の責務であ
ると考えております。

　当社の経営目標は、顧客に最良のサービスを提供することで顧客の利益を最大化し、従業員、地域社会等の満足を得ることで、企業価値を高
め、もって中長期的な株主価値を高めていくことであります。

　そのためには、企業の継続性(Sustainability)と経営活動の効率化を追求し、また、企業内容の適正な開示と経営の公正かつ忠実な遂行が求め
られます。

　つまり、「健全で強い企業(Sound and Strong Company)」を作るということに帰着します。

　当社は、これを実現していくため、取締役会の決議を得て「ＴＳＳコーポレートガバナンス原則」を制定し、取締役会が良きコーポレートガバナンス
を実践していくための指針として、また取締役会メンバー一人ひとりの自己規律を実現する礎とするものであります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則1-2-2　招集通知の早期発送および電子的公表】

　当社は、株主が総会議案を十分に検討する期間を確保できるよう、株主総会招集通知を早期に送付するように努めます。なお、電子的な情報に
つきましては、招集通知発送前にTDnetや当社ホームページに公表しております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第12条「株主総会」をご参照ください。）

【補充原則1-2-4　招集通知の英訳および議決権の電子行使】

　当社は、招集通知の英訳は行っておりませんが、株主における海外（外国人）株主比率が20%以上となった場合には、招集通知の英訳を進める
方針であります。なお、2018年3月末現在における海外（外国人）株主比率は0.79%となっております。

　インターネットによる議決権行使につきましては、第46回（2017年3月期）定時株主総会より導入しております。議決権電子行使プラットフォームの
利用につきましては、引き続き、検討を進めてまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

　当社は、会社経営の透明性、公平性、健全性などを担保するために策定したＴＳＳコーポレートガバナンス原則を当社ホームページに開示してお
ります。

　（https://www.tss.co.jp/csr/tabid/99/Default.aspx）

【原則1-4　いわゆる政策保有株式】

　当社は、資本・業務提携による関係強化等、経営戦略上重要な目的を持つ株式を政策保有株式として保有することとしており、主要な政策保有
株式については、毎年取締役会で、保有を続ける経済合理性等について確認しております。政策保有株式に係る議決権行使は、議案が企業価
値向上に資するか否かを見極め、株式保有目的と議案の整合性を勘案して判断しております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第14条「株式の政策保有および政策保有株式に係る議決権行使に関する基本方針」をご参照ください。）

【原則1-7　関連当事者間の取引】

　当社は、取締役、執行役員および従業員等が常に倫理的に行動することを確保するため、取締役会において、ＴＳＳ企業行動基準を定め開示し
ております。取締役は、自らに関して利益相反に係る問題（潜在的なものを含む。）が生じた場合には、速やかに取締役会に報告し、取締役会の
承認を得ることとしております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第15条「倫理基準および利益相反」をご参照ください。）

【原則3-1　情報開示の充実】

（1）会社の目指すところや経営戦略・経営計画

　当報告書１－１．基本的な考え方に記載しております。

　なお、当社はＴＳＳ基本理念とＴＳＳ企業行動原則からなるＴＳＳ企業行動基準を定めております。詳細は当社ホームページをご参照ください。

　（https://www.tss.co.jp/csr/tabid/101/Default.aspx）

　また具体的な経営計画としては、2016年3月期を初年度とした中期事業計画「トリプル30プラン」を策定し、その内容を東京証券取引所のウェブ
サイトに開示するとともに、当社ホームページに開示しております。

　（https://www.tss.co.jp/profile/tabid/200/Default.aspx）

（2）本コードのそれぞれの原則を踏まえた、コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

　当報告書１－１．基本的な考え方に記載しております。

（3）取締役に対する報酬決定方針・手続きの開示

　当報告書２－１．取締役報酬関係に記載しております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第21条「取締役等の報酬」をご参照ください。）



（4）取締役・監査役候補の指名方針・手続き

　当社の取締役は、優れた人格とともに当社の経営を的確、公正かつ効率的に遂行できる知識・能力および経験とともに、高い倫理観を有してい
るものでなければならない、とされています。

　取締役候補者は、コーポレートガバナンス委員会における公正、透明かつ厳格な審査および勧告を経た上で、取締役会で決定されます。

　また、当社の監査役は、優れた人格ならびに取締役の職務の執行の監査を的確、公正かつ効率的に遂行できる知識・能力および経験とともに、
高い倫理観を有している者でなければならない、とされています。

　監査役候補者は、監査役会の同意を得た後、取締役会で決定します。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第5条「取締役の資格および指名手続」および第10条「監査役の資格および指名手続」をご参照ください。）

（5）取締役・監査役候補の指名を行う際の、個々の選任・指名についての説明

　取締役・監査役候補の個々の選任理由については、「定時株主総会招集ご通知」の株主総会参考書類に記載しております。

　（https://www.tss.co.jp/ir/tabid/121/Default.aspx）

【補充原則4-1-1　経営陣に対する委任の範囲】

　当社は、職務権限規程の定めおよび法令に準拠して、取締役会規程において取締役会付議事項を定めております。

　取締役会において議論される経営戦略や経営計画策定等の方向性に基づき、業務執行に関する決定を当社の経営陣に委任しております。

　具体的には、業務執行における責任者として執行役員を配置し、取締役から業務執行に関わる権限を委譲することにより、意思決定の迅速化を
図っております。

　取締役および取締役会の役割については当報告書に記載し、東京証券取引所のウェブサイトに開示しております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第3条「取締役会の役割」および第19条「取締役会の議題の設定等」をご参照ください。）

【原則4-8　独立社外取締役の有効な活用】

　当社は、取締役7名のうち2名が社外取締役であり、2名とも独立役員として株式会社東京証券取引所に届出をしております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第4条「取締役会の構成」をご参照ください。）

【原則4-9　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

　当社の独立社外取締役は、優れた人格とともに当社の経営を的確、公正かつ効率的に遂行できる知識・能力および経験を持つこと、高い倫理
観を有していることとしております。加えて、当業界や金融業界等での幅広い経験や卓越した見識を有する者を基本としております。

　また、独立社外取締役を選任する際の判断基準は、東京証券取引所が定める独立性判断基準等を参考として、当社との間に利害関係がなく、
一般株主との利益相反が生じる恐れのない者としております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第6条「独立社外取締役の資格および独立性判断基準」をご参照ください。）

【補充原則4-11-1　取締役会全体の知識・経験・能力のバランス、多様性および規模に関する考え方ならびに取締役の選任に関する方針・手続き】

　当社では、企業規模等を勘案し、定款において取締役の員数を10名以内と定めております。取締役候補者の選任にあたっては、当社の持続的
な成長と中長期的な企業価値の向上に資する能力・経験・知識等を有する者をコーポレートガバナンス委員会に諮問し、答申を得たうえで、取締
役会で決定しております。

　なお、監査役候補者は、監査役会の同意を得た後、取締役会で決定します。

　（当報告書　コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示　原則3-1（4）をご参照ください。）

【補充原則4-11-2　取締役の兼任状況】

　社外役員の兼任状況につきましては、有価証券報告書及びコーポレートガバナンス報告書、株主総会招集通知に記載しており、当社ホーム
ページ及び東京証券取引所のウェブサイトに開示しております。

　また、社外取締役・社外監査役の当社取締役会への出席状況等を事業報告書に記載しております。

【補充原則4-11-3　取締役会全体の実効性評価についての分析・評価結果の概要】

　当社では、ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第11条「コーポレートガバナンス委員会」において取締役会の実効性評価を行う旨を定めておりま
す。2018年3月期においては、取締役・監査役全員に対し、取締役会の実効性評価についてアンケートを実施しました。

　評価項目は、①取締役会の使命と目標（5問）、②取締役会の構成（3問）、③取締役会のリーダーシップ（2問）、④取締役会の責任（3問）、⑤取
締役会のアカウンタビリティ（2問）、について（全15問）であります。

　全体として、適切な議事運営がなされており、会社の方向性を明示し、戦略の検討、承認、検証、再考の各段階において、取締役会はボード
チームとして有効に機能しており、今後とも更に充実した取締役会にすべく取り組んでいくことを期待する、という評価結果でありました。

　当社は本結論を踏まえ、引き続き取締役会の適切な議事運営を実施していくとともに、更に充実した取締役会にすべく取り組んでまいります。

【補充原則4-14-2　取締役・監査役に対するトレーニングの方針】

　当社の新任取締役および監査役は、当社のコーポレートガバナンス、経営戦略、財務状態その他の重要な事項につき、就任後適時に、担当取
締役等から説明を受け、充分な理解を形成するものとしております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第18条「取締役および監査役の研鑚および研修」をご参照ください。）

【原則5-1　株主との建設的な対話に関する方針】

　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値向上のためには、株主の意見や要望を経営に反映させ、株主とともに当社が成長していくことが重
要であると認識しております。

　そのため、ＩＲ担当取締役を選任するとともに、総務部をＩＲ担当部署とし、株主や投資家との対話の場を設けるなど、株主や投資家からの取材に
も応じております。

　具体的には、機関投資家やアナリストに対して年2回の決算説明会と、個人の株主、投資家に対して年1回の個人投資家説明会を実施し、アン
ケートに回答いただき、当社のＩＲ活動向上に役立てております。

　また、機関投資家との個別面談は社長が率先して対応しており、対話の際は、当社の持続的成長、中長期における企業価値向上に関わる事項
を対話のテーマとすることにより、インサイダー情報管理に留意しております。

　ＩＲ活動に関する日常的な部署間の連携については、ＩＲ担当取締役を中心として、総務部、経理部、人事部等の管理部門にて情報共有を行って
おります。

　毎年３月末及び９月末時点における株主名簿について、株主名簿上の株主構造を把握しております。現段階では定期的に実質株主の調査、把
握は行っておりませんが、必要に応じてＩＲコンサルティング会社を通じて調査することとしております。

　（ＴＳＳコーポレートガバナンス原則　第22条「株主との対話」をご参照ください。）



２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

東邦システムサイエンス従業員持株会 1,273,162 10.49

有限会社福田商事 1,000,000 8.24

株式会社光通信 666,000 5.49

渡邉　一彦 659,880 5.44

日本ユニシス株式会社 585,000 4.82

篠原　誠司 463,540 3.82

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 282,600 2.33

株式会社野村総合研究所 245,400 2.02

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 238,400 1.97

富士通エフ・アイ・ピー株式会社 234,000 1.93

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

自己株式（所有株式数1,733,726株、所有割合12.50％）は、大株主の状況には含めておりません。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月

業種 情報・通信業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

500人以上1000人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円以上1000億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

特に記載すべき事項はありません。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 10 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 7 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 2 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

小向　鋭一 他の会社の出身者 ○

上嶋　裕和 他の会社の出身者 △

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

小向　鋭一 ○ ―――

システムソリューション企業出身で業界に関す
る豊富な関連知識を有し、また同社や関連会
社等の取締役を経験するなど企業経営に関す
る幅広い経験と高い見識を有しており、取締役
会において経営陣から独立した客観的な視点
で助言・提言を賜るためであります。また、独立
役員の定義に該当し、一般株主と利益相反の
生じるおそれはないと判断し、独立役員として
指定しております。



上嶋　裕和 ○

富士通株式会社出身で、同社は当社の取
引先であり、ソフトウェア開発に係る取引
が存在しておりますが、主要な取引先に
は該当しないため、独立性については十
分に確保されていると判断しております。
また、それ以外の人的関係、資本的関係
及びその他の利害関係はありません。

コンピュータメーカーで長年ソリューションビジ
ネスに携わり、豊富な関連知識を有し、また同
社で取締役、関連会社では代表を経験するな
ど企業経営者としての幅広い経験と高い見識
を有しており、取締役会において経営陣から独
立した客観的な視点で助言・提言を賜るためで
あります。また、独立役員の定義に該当し、一
般株主と利益相反の生じるおそれはないと判
断し、独立役員として指定しております。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員

（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
社外有識者

（名）
その他（名）

委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

コーポレートガバナン
ス委員会

6 0 0 2 0 4 その他

報酬委員会に相当
する任意の委員会

コーポレートガバナン
ス委員会

6 0 0 2 0 4 その他

補足説明

コーポレートガバナンス委員会を構成する「その他」4名は監査役4名となります。

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 4 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役および会計監査人は、定期的に相互の監査計画の交換ならびにその説明・報告を行うなど、連携して監査の質的向上に取組んでいます。

監査役および内部監査部門は、日常的に打ち合わせを実施しており、監査役監査と内部監査の計画・実施状況について綿密な連携を行っており

ます。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

武間　久男 他の会社の出身者 △

田﨑　稔 他の会社の出身者 △

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役



d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

武間　久男 ○

富士通株式会社及び富士通エフ・アイ・
ピー株式会社の出身で、富士通株式会社
は当社の取引先であり、ソフトウェア開発
に係る取引が存在しておりますが、主要な
取引先には該当しないため、独立性につ
いては十分に確保されていると判断して
おります。

富士通エフ・アイ・ピー株式会社は当社株
式の1.69％を保有しておりますが、主要株
主に該当しないことから、その重要性はな
いものと判断しており、それ以外の人的関
係及びその他の利害関係はありません。

コンピュータメーカーで長年にわたりシステムエ
ンジニアとしてソフトウェア開発を担当され、豊
富な関連知識を有し、また関連会社の代表を
経験するなど企業経営者としての幅広い経験
と高い見識を有しており、取締役会及び監査役
会に客観的な視点で助言・提言を賜るためであ
ります。また、独立役員の定義に該当し、一般
株主と利益相反の生じるおそれはないと判断
し、独立役員として指定しております。

田﨑　稔 ○

日本ユニシス株式会社出身で、同社は当
社の取引先であり、ソフトウェア開発に係
る取引が存在しておりますが、主要な取
引先には該当しないため、独立性につい
ては十分に確保されていると判断しており
ます。また、資本的関係としては、同社は
当社株式の4.22％を保有しておりますが、
主要株主に該当しないことから、その重要
性はないものと判断しており、それ以外の
人的関係及びその他の利害関係はありま
せん。

コンピュータメーカー出身で営業、ITソリュー
ション部門などを担当され、豊富な関連知識を
有し、また関連会社の代表を経験するなど企業
経営者としての幅広い経験と高い見識を有して
おり、取締役会及び監査役会に客観的な視点
で助言・提言を賜るためであります。また、独立
役員の定義に該当し、一般株主と利益相反の
生じるおそれはないと判断し、独立役員として
指定しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 4 名

その他独立役員に関する事項

独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員に指定しております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

実施していない

該当項目に関する補足説明

取締役全員が企業価値向上に向けた共通の価値観を持ち、相応の株式を保有あるいは役員持株会を通じた自社株式の購入を継続していること

から、上記のようなインセンティブプランを実施しておりません。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】



（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

有価証券報告書において、取締役及び監査役各々の役員報酬、役員賞与、役員退職慰労引当金繰入額に区分し、開示しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役の報酬については、株主総会で決議された報酬限度額の範囲内で、取締役会で各取締役の責任と役割等を総合的に評価し、コーポレート
ガバナンス委員会に諮問し、答申を得たうえで、取締役会で決定しております。

なお、取締役は役員持株会に加入の上、当社株式を継続的に取得するとともに、取得した株式は原則として取締役在任期間中は保有することとし
ております。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

社外取締役、社外監査役は取締役会の他、毎月1回開催される部長会に出席され、業務執行状況の情報収集を行っております。

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

篠原　誠司 常任顧問

長年当社の経営に携わってきた経
験・知見を活かし、経営上の諸問
題についての助言または問題解
決のための支援活動を行っており
ます。

非常勤、報酬有 2018/6/22 １年更新

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 1 名

その他の事項

常任顧問は、取締役会の決議により選任しております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

　当社は監査役制度を採用しており、会社法に基づく機関として、株主総会、取締役、取締役会、監査役、監査役会、会計監査人を設置しておりま
す。

　また、経営効率の向上を図るため執行役員制度を導入し、経営意思決定のための機能と業務遂行責任を負うべき機能とに分離し、経営上の最
高意思決定及び法令上必要な意思決定を行う者を取締役、各業務運営部門の執行責任者を執行役員としております。

　当社は会社経営の透明性、公平性、社会性などを担保するため「ＴＳＳコーポレート・ガバナンス原則」を制定し、同原則において、取締役会の諮
問機関として、監査役及び独立社外取締役からなるコーポレート・ガバナンス委員会を設置しております。

　当社の経営目標は、顧客に最良のサービスを提供することで顧客の利益を増大化し、もって当社の企業価値及び中長期的な株主価値を高めて
いくことであります。

　この経営目標を実現するために、事業態様・事業規模に即したコーポレート・ガバナンスを実践することが中長期的な安定成長を実現し、企業価
値の増大に繋がるものと考えていることから、このような体制を採用しております。

「取締役・取締役会」

　当社の取締役会は、取締役７名で構成しており、うち２名は社外取締役であり、独立役員として株式会社東京証券取引所に届出をしております。

　取締役会は毎月１回定例取締役会を開催し、法令・定款及び取締役会規程で定めた経営上の重要な事項について審議・決定するとともに、取
締役の職務の遂行を監督しております。さらに取締役会に諮るべき事項及び重要な業務執行については迅速かつ適切な対応を図るべく、必要に
応じて臨時取締役会を開催し機動的な意思決定を行っております。取締役の任期は１年とし、株主の信任に応える体制としております。

「監査役・監査役会」

　当社の監査役会は、監査役４名で構成しており、うち２名は社外監査役であり、独立役員として株式会社東京証券取引所に届出をしております。

　監査役は、取締役会において「年度監査役監査計画」を発表し、当該計画に基づいて監査を実施しております。各監査役は、コーポレート・ガバ
ナンスにおける独立の機関であるとの認識のもとに、取締役会その他の重要会議に出席し、必要に応じて意見を述べております。

　監査役会は、毎月１回開催しているほか、必要に応じて臨時に監査役会を開催しており、監査役全員により構成されております。

「コーポレート・ガバナンス委員会」



　コーポレート・ガバナンス委員会は、監査役及び独立社外取締役で構成しております。

　同委員会は取締役会の諮問委員会として、取締役及び執行役員の選任・解任、及び報酬に関して審議を行い、取締役会議長に勧告しておりま
す。

　また、年１回取締役会の実効性評価について審議を行い、取締役会議長に勧告しております。

「会計監査人」

　当社はEY新日本有限責任監査法人との間で、会社法及び金融商品取引法に基づく監査契約を締結しております。

「内部監査及び監査役監査」

　当社は社長直属の内部監査担当として３名を配置し、内部監査計画書に基づき業務全般にわたる監査を実施しており、監査結果は直接社長に
文書にて報告しております。

　監査役は取締役会及びその他重要な会議に出席するほか、取締役に報告を求め、内部監査担当、会計監査人と連携して、取締役の職務に関
して厳正な監査を行っております。

　また、監査役は会計監査人より監査計画及び監査の状況等の報告を受けるほか、内部監査担当から内部監査結果の報告を受ける等、会計監
査人及び内部監査担当と相互連携を図りながら、独立監査人としての立場からの監査を実施しております。

　会社全体の内部統制を司る組織として内部統制委員会が設置されており、原則四半期ごとに開催される内部統制委員会には監査役、内部監査
担当が出席し、内部統制の推進状況について報告を受けております。

「社外取締役及び社外監査役」

　当社の社外取締役は２名であり、社外監査役は２名であります。全員が株式会社東京証券取引所に対し、独立役員として届出をしております。

「社外取締役及び社外監査役が当社の企業統治において果たす機能及び役割」

　社外取締役は、取締役会の活性化及び健全で透明性の高い経営を実現するため、客観的視点で助言等を行うことを期待し、経営陣から独立し
た中立的な立場で監督する役割を担っていただいております。

　社外監査役は、取締役の業務執行に関し、独立した立場で公正な監査を行ってもらうことを期待しております。

「社外取締役又は社外監査役の選任状況に関する考え方」

　社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する基準又は方針はないものの、選任にあたっては、専門的な知識と豊富な経験に
基づいて客観的かつ適切な監督又は監査が期待でき、一般株主と利益相反が生じるおそれがないことを基本的な考え方とし、また、東京証券取
引所の独立役員の独立性に関する判断基準である、「上場管理等に関するガイドライン」Ⅲ５．（３）の２を参考にしております。

「社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部統制部門との関係」

　当社においては、監査役４名のうち２名が社外監査役であり、監査役は会計監査人と相互の監査計画の事前確認、計画書の受領並びに定期的
な監査状況の報告を受けるなど、連携して監査の質的向上に取り組んでおり、内部監査担当とも定期的に情報交換を行い、監査役監査と内部監
査の計画・実施状況について綿密な連携を図っております。

　また、取締役会、監査役会及び会計監査人による監査報告会等においても適宜報告及び意見交換がされております。

「役員の報酬等の額の決定に関する方針」

　当社は株主総会において決定する報酬総額の限度内で、経営内容、従業員給与等とのバランス及び世間水準その他を勘案して、取締役の報
酬は取締役会の決議により決定し、監査役の報酬は監査役の協議により決定しております。

　なお、取締役の賞与を含めた報酬額は、平成22年６月24日開催の第39回定時株主総会での決議により、年額300,000千円以内（うち、社外取締
役分が年額20,000千円以内）となっており、監査役の報酬額は、平成11年６月24日開催の第28回定時株主総会での決議により、年額50,000千円
以内となっております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社の経営目標は、顧客に最良のサービスを提供することで顧客の利益を増大化し、もって当社の企業価値及び中長期的な株主価値を高め

ていくことであります。

　この経営目標を実現するために、事業態様・事業規模に即したコーポレート・ガバナンスを実践することが中長期的な安定成長を実現し、企業

価値の増大に繋がるものと考えていることから、このような体制を採用しております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

集中日を回避した株主総会の設定 集中日の数日前に開催することとしております。

電磁的方法による議決権の行使 2017年3月期の定時株主総会より導入

その他
ホームページ上に株主総会招集通知、決議通知、議決権行使結果などを掲載しておりま
す。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
「情報開示基本方針」を定め、当社ホームページに掲載しております。

（https://www.tss.co.jp/ir/tabid/96/Default.aspx）

個人投資家向けに定期的説明会を開催 年1回、会社説明会を実施しております。 あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

期末と第２四半期には必ず決算説明会を実施しております。また、機関投資

家訪問をはじめワンオンワンのミーティングなどを随時実施しております。
あり

IR資料のホームページ掲載
決算短信、有価証券報告書、決算説明会資料などを随時公開しておりま

す。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

ＴＳＳコーポレートガバナンス原則を定め、その中でステークホルダーの利益の考慮につい
て記載しております。

また、TSS基本理念、TSS企業行動原則からなるTSS企業行動基準を定め、お客様の満
足、株主を始めとした社会とのコミュニケーション、従業員の多様性、人格の尊重など社会
的良識を持って、持続可能な社会を実現するための礎としております。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

ＴＳＳコーポレートガバナンス原則を定め、その中で適切な情報開示と透明性の確保につ
いて記載しており、株主および投資家、従業員、お客様、社会などに対して効率的かつ公
正な活動を行っていることを示すために、定期的および随時に情報を提供することとしてお
ります。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

内部統制は、企業経営者の経営戦略や事業目標等を組織として機能させ達成するための仕組みであり、企業が組織として経営戦略や事業目的

を遂行していく上で不可欠なものであると認識しております。

内部統制を組織管理、監視の観点からのみ捉えるのではなく、経営戦略や事業目的の遂行の観点から積極的に捉え、企業価値の増大という企

業の基本的な目的に照らして合理的な仕組みを構築することに取組んでまいります。

１．取締役および使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するための体制

　当社（ＴＳＳ）は、「ＴＳＳ基本理念」、「ＴＳＳ企業行動原則」からなる「ＴＳＳ企業行動基準」を定め、取締役および使用人が法令・定款および企業倫
理を遵守した行動をとるための規範とする。

　また、「公益通報者保護規程」を定め、内部通報制度として「ＴＳＳヘルプライン」を設置・運営する。

２．取締役の職務の執行に関わる情報の保存および管理に関する体制

　当社は「文書保存規定」を定め、取締役の職務の執行に関わる情報を文書にて保存・管理する。

　文書の保存期間は、主管部署ごとに「文書保存一覧表」として明示されており、株主総会議事録、取締役会議事録、稟議書等は永久保存、株主
総会関係書類は１０年保存とするなど、重要な書類は長期に保存・管理する。

３．損失の危機の管理に関する規程その他の体制

　当社は「リスク管理規程」を定め、ビジネス上のリスクを識別し総合的にリスクをコントロールする。また、内部統制委員会を設置し、コンプライア
ンス、財務報告に係る内部統制制度、リスク管理など全社レベルでの内部統制を行う。

　品質、情報セキュリティ、個人情報保護その他個別のリスクに対処するため専門の委員会を設け、リスクの把握及び対応を行う。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役会を毎月１回定例開催する。

　また、経営と執行の分離および責任と権限の明確化を図る観点から執行役員制度を導入し、経営上の最高意思決定を行う者を取締役、各業務
部門の執行責任者である者を執行役員とする。

５．監査役の補助使用人に関する事項および監査役補助使用人の取締役からの独立性に関する事項

　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、取締役会は監査役と協議の上、経理部または総務部から監査役を補助すべ
き使用人を指名する。

　監査役が指定する補助すべき期間中は、指名された使用人への指揮権は監査役に委譲されたものとし、取締役の指揮命令は受けない。

６．取締役および使用人の監査役への報告に関する体制、その他監査役監査の実効性を確保するための体制

　取締役および使用人は当社の業務または業績に与える重要な事項について監査役に適宜報告する。

　なお、監査役はいつでも必要に応じて、取締役および使用人に対して報告を求めることが出来る。

　監査役は重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を把握するため、取締役会その他重要な会議に出席するとともに、稟議書類等業務執
行に関わる重要な文書を閲覧し、取締役および使用人に説明を求める。

　また、「監査役会規則」および「監査役監査基準」に基づく独立性と権限により、監査の実効性を確保するとともに、監査役は、代表取締役と定期
的な会合を持ち、内部監査担当および会計監査人と緊密な連携を保ちながら自らの監査業務の達成を図る。

７．監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いを受けないことを確保するための体制

　監査役への報告を行った者に対して、当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いを行わない。

　また、報告を行った者に対しては、公益通報者保護規程に準じて報告者の保護と秘密保持に最大限の配慮を行う。

８．監査役の職務の執行について生じる費用又は債務の処理に関る方針に関する事項

　監査役がその職務の執行について、当社に対し費用の前払い等の請求をしたときは、監査役の職務に必要でないと認められた場合を除き、速
やかに当該費用または債務を処理するものとする。

　また、監査役の職務の執行について生じる定常的な費用については、毎年予算化を行う。

９．財務報告の信頼性・適正性を確保するための体制

　当社は、金融商品取引法等の関係法令・会計基準等の定めに従い、経理規程等を整備し、必要な内部統制環境を構築する。

　また、財務報告において不正や誤謬の発生するリスクを管理し、予防および牽制を効果的に機能させることで、正確な財務諸表を作成するととも
に、財務報告の信頼性・適正性を確保することに努める。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

　反社会的勢力に対しては、毅然とした態度で臨み、一切の関係を持たない。不当請求等の介入に対しては、警察等の外部専門機関と緊密な

連携のもと、関係部署が連携・協力して組織的に対応し、利益供与は絶対に行わない。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

<適時開示体制の概要>

１．会社情報の適時開示に係る当社の基本姿勢

　当社は、法令および東京証券取引所が定める「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則（以下適時開示規則）」に従い、

開示基準に該当する会社情報は、迅速、正確かつ公平に開示を行っております。

　また、適時開示規則に該当しない会社情報についても投資者の投資判断に影響を与えると思われる情報は、可能な限り迅速、公平に開示して
おります。

２．会社情報の適時開示に係る社内体制

　会社情報の適時開示にあたっては、当社の定める「情報開示基本方針」に基づき、情報開示担当役員を責任者として各部門との連携のもと行わ
れております。

（１）決定事実に関する情報

　当社は、取締役会（毎月１回開催および臨時取締役会は随時）において重要な決定事項を決議しております。決議された重要な事項につきまし
ては、関連法規・適時開示規則および社内規程に則り、また、必要に応じ顧問弁護士、監査法人等の助言を仰いだうえで、開示の必要性を情報
開示担当役員が判断し、速やかに総務部および経理部が開示手続きをとっております。

（２）決算に関する情報

　決算に関する情報につきましては経理部が決算案あるいは業績予想の修正案等を作成のうえ、取締役会に報告し、承認を受け次第、速やかに
総務部および経理部が開示手続きをとっております。

（３）発生事実に関する情報

　重要事実または重要事実と推定される事実の発生、もしくは、該当重要事実の発生が予想される場合、当該事項の所管部署は総務部・経理部
等の関連部署を通じ、情報開示担当役員に報告することとしております。開示が必要であると情報開示担当役員が判断した場合、代表取締役社
長に報告し、承認を受け次第速やかに総務部および経理部が開示手続きをとっております。

３．会社情報の適時開示の方法

　適時開示規則に定められた開示を要する情報は、ＴＤｎｅｔ（適時情報開示システム）を通じて公開し、併せて東京証券取引所兜倶楽部を通じて報
道機関へ公表しております。

　ＴＤｎｅｔで公開した情報については、報道機関への公表後速やかに当社のホームページにも掲載することとしております。




